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 被験食品は，咀嚼条件 3についてのみ一般的な一口量を目安として①生ニンジン 4g，②魚肉ソ

















ニンジンに関しては、HI および SI のいずれにおいても咀嚼条件 1は，咀嚼条件 2，咀嚼条件 3
および咀嚼条件 4 よりも有意に高い値を示した。(p<0.05) また，HI に関して咀嚼条件 3 と咀嚼
条件 4との間にも有意差が認められた。(p<0.05) 
ソーセージに関しては、HI および SI のいずれも咀嚼条件 1は他の 3条件すなわち咀嚼条件 2，
咀嚼条件 3，咀嚼条件 4よりも有意に高い値を示した。(p<0.05) 
ピーナッツに関しては，HI，SI のいずれの係数も他の食材と比較して小さな値を示し、他の食
材よりも粉砕が進みやすいことがうかがわれた。ピーナッツに関しては HI および SI のいずれに
おいても、咀嚼条件 1と咀嚼条件 4との間に有意差が認められた。(p<0.05) 
 リンゴに関するHIに関しては、咀嚼条件1と他の3条件との間に有意差が認められた。(p<0.05)
さらに咀嚼条件 4に関しては咀嚼条件 2および 3よりも有意に小さな値を示した。また、SI に関
しては咀嚼条件 1と咀嚼条件 3の間には有為差は認められなかったものの、咀嚼条件 4では咀嚼





回収した Stage II transport で移送された粒子は，いずれも健常者における正常咀嚼域に包含さ
れる範囲の粒子特性を示していることから，咀嚼が充分に進行した粒子のみが口腔機能によって















3)咀嚼条件 2 および咀嚼条件 3 において，口腔内の咀嚼食塊は同様の粒度分布を示すことが示唆
された。 
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